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市
長
賞
「
私
の
姉
と
兄
」

宝

小
　
奥
秋
久
美
香

市
議
会
議
長
賞
「
い
つ
も
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

東
桂
小
　
池
谷
栞
奈

教
育
長
賞
「
新
し
い
家
族
」

谷
二
小
　
瀧
本
実
希

市
民
会
議
会
長
賞
「
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

禾
一
小
　
上
原
菜
月

市
長
賞
「
我
が
家
は
ユ
ニ
ー
ク
」東

桂
小
　
前
田
海
菜

市
議
会
議
長
賞
「
家
族
の
働
き
者
」禾二

小
　
平
井
美
緒

教
育
長
賞
「
私
の
大
好
き
な
家
族
」禾二

小
　
板
倉
茉
優

市
民
会
議
会
長
賞
「
私
の
家
族
」東

桂
小
　
天
野
佳
紀

市
長
賞
「
大
切
な
祖
父
母
」

東
桂
中
　
羽
田
悠
真

市
議
会
議
長
賞
「
都
留
二
中
に
つ
い
て
」

都
二
中
　
天
野
啓
司

教
育
長
賞
「
都
留
二
中
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

都
二
中
　
西
澤
紗
彩

市
民
会
議
会
長
賞
「
カ
ル
テ
ッ
ト
」東桂

中
　
西
野
遥
花

市
長
賞
「
国
際
交
流
は
シ
ャ
ワ
ー
室
か
ら
」

東
桂
中
　
西
野
雅
子

市
議
会
議
長
賞
「
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

都
二
中
　
秋
山
理
砂

教
育
長
賞
「
環
境
問
題
に
つ
い
て
」東桂

中
　
中
野
亜
美

市
民
会
議
会
長
賞
「
一
番
身
近
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

都
二
中
　
滝
口
宏
樹

最
優
秀
「
あ
り
が
と
う
　
感
謝
の
気
持
ち
　
大
切
に
」

旭

小

六
年

洲
鎌
優
佳

優
　
秀
「
進
ん
で
あ
い
さ
つ
　
受
け
取
る
　
笑
顔
」

禾
二
小

六
年

井
上
康
弘

優
　
秀
「
朝
ご
は
ん

明
る
い
会
話
　
箸
す
す
む
」

旭

小

六
年

清
水
美
沙

優
　
秀
「
家
族
へ
の
　
感
謝
の
こ
と
ば
　
あ
り
が
と
う
」

谷
二
小

六
年

志
村
聡
斗

優
　
秀
「
や
さ
し
さ
が
　
あ
い
て
の
心
を
　
ぬ
り
か
え
る
」

谷
一
小

五
年

磯
　
奏
子

優
　
秀
「
や
さ
し
さ
と
　
笑
顔
を
い
つ
も
　
忘
れ
ず
に
」

谷
一
小

五
年

西
浦
　
咲

最
優
秀
「
あ
た
た
か
い
　
み
ん
な
が
迎
え
る
　
明
る
い
家
庭
」

都
一
中

一
年

白
井
暉
将

優
　
秀
「
あ
た
た
か
い
　
家
庭
で
い
よ
う
　
い
つ
ま
で
も
」

都
一
中

二
年

白
木
里
奈

優
　
秀
「
お
父
さ
ん

僕
の
心
を

受
け
と
め
て
！
」

東
桂
中

二
年

藤
江
佑
介

優
　
秀
「
た
だ
い
ま
と

聞
け
ば
安
心

親
心
」

都
一
中

一
年

藤
本
久
美

優
　
秀
「
忘
れ
る
な
　
感
謝
の
気
持
ち
を
　
い
つ
ま
で
も
」

都
一
中

一
年

佐
藤
　
茜

優
　
秀
「
考
え
よ
う
　
一
つ
ひ
と
つ
の
　
言
葉
の
重
さ
」

谷
工
高
一
年
　
宮
下
沙
織

優
　
秀
「「
あ
り
が
と
う
」
小
さ
な
や
さ
し
さ
　
変
わ
る
自
分
」

桂

高

一
年

大
嶋
彩
香

優
　
秀
「
悩
み
事
　
何
で
も
言
え
る
　
良
い
家
族
」

桂

高

一
年

石
川
久
美
子

優
　
秀
「
幸
せ
だ
　
家
族
で
和
む
　
こ
の
時
間
」

桂

高

一
年

小
野
寺
成
美

優
　
秀
「
頑
張
ろ
う
　
光
る
笑
顔
が
　
明
日
へ
の
力
」

鹿

留
　

佐
藤
袈
裟
江

優
　
秀
「
食
卓
を
　
囲
ん
で
は
ず
む
　
家
族
の
　
わ
」

上

谷
　

宮
本
節
子

農
林
業
や
森
林
へ
の
被
害
を
な
く
す
た
め
、
県
で

は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と
イ
ノ
シ
シ
に
限
り
、

と

し
ま
す
。

期
間
中
に
、
農
林
作

業
に
従
事
す
る
方
や
山

野
散
策
を
す
る
方
、
渓

流
釣
り
を
す
る
方
な
ど

は
、
十
分
注
意
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※
鳥
獣
保
護
区
、
休
猟
区
に
つ
い
て
は
狩
猟
が
で
き

な
い
こ
と
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

近
隣
の
方
や
入
山
さ
れ
る
方
は
、
狩
猟
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
山
す
る
際
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の

帽
子
を
か
ぶ
る
な
ど
、

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

（
見
え
に
く
い
服
装
は
控
え
る
、

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。）

○
複
数
人
で
話
を
し
な
が
ら
入
山
す
る
。
ま
た
、
単

独
の
場
合
も
、
音
の
鳴
る
も
の（
鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど
）

を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

○
土
曜
日
・
日
曜
日
は
ハ
ン
タ
ー
が
集
中
す
る
の
で

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
わ
な
に
は
、
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
近
く
に

は
設
置
の
標
識
が
あ
り
ま
す
。）

県
森
林
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
　
自
然
環
境
担
当
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